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虐待防止シリーズ Vol.Ⅳ
認知症の人の心に届く、声のかけ方・接し方
～身体拘束について考える～
１．趣　　　　旨
「全ての人には自分自身の意思で自由に行動し生活する権利がある」
身体拘束は、支援が必要な方々の能力や権利を奪うことにつながる行為であり、本人の尊厳を侵害し身体的・精神的な弊害を生みます。また家族にも大きな精神的な負担をかけることとなり、働いている職員のモチベーション・支援技術の低下にもつながります。本研修では身体拘束を最も受けやすい認知症のお年寄りのケアを講義と演習を通して正しい知識と適切な支援を学び、利用者の尊厳保持や虐待防止の実践につなげることを目的に開催します。
２．主　　　　催

社会福祉法人京都府社会福祉協議会　京都府福祉人材・研修センター
３．受講対象（全職員向け）
福祉施設職員及び市町村社会福祉協議会職員
４．開 催 日 程

	
	日　　時
	開催方法
	定員

	参集型研修
	令和8年2月4日(水)
	13:20～16:40
	ハートピア京都
	60名


５．受　講　料

	会員・非会員の区分
	受講料

	京都府社会福祉協議会 会員施設・事業所職員
	受講者1名につき、
	3,000円（資料代を含む）

	京都府社会福祉協議会 非会員施設・事業所職員
	受講者1名につき、
	6,000円（資料代を含む）


*京都府社会福祉協議会の会員加入の方法については（０７５）２５２－６２９１までお問い合わせください。
６．指 導 講 師　　　　
高口　光子　氏　元気がでる介護研究所
　　             

　
７．プログラム　※内容は変更することがあります。
	13：20～13：30
	開会挨拶・オリエンテーション

	13：30～16：30
（途中休憩を含む）

16：30～16：40

	【講義】
・認知症ケアの基本を理解する
・良いケアと悪いケアを区別する
・良いケアを具体的にしてみせる
・悪いケア（＝身体拘束）が何故悪いか注意指導できるようになる

【実践報告】

アンケート回答、閉会

※内容は変更になる場合があります



８．申 込 方 法 等

（１）グーグルフォーム（https://forms.gle/VWfvDy9syhKozD1T6）または、
「右記二次元コード」申込フォームより、令和８年1月16日（金)１７:００　までに
必要事項を御記入の上、お申し込みください。（必須項目は必ず入力してください。）
（但し、土日祝の電話の受付はできません。）
（２）受講いただける方には、1月末までに「受講決定通知書」を送付いたします。
　　　期日までに通知が届かない場合、下記連絡先までご連絡ください。

（３）受講料は受講決定通知書に同封する「ゆうちょ銀行・払込取扱票」により令和８年2月2日（月）までにお支払いください。払込手数料は御負担願います。なお、受講の事前取消し、当日の欠席の場合でも、払込後の受講料はお返しいたしませんので予め御了承願います。

（４）個人情報取扱：「受講申込書」記載の個人情報は、当研修の適正かつ円滑な実施の目的のみに利用いたします。
９．その他
【課税対象研修】
　この研修は課税対象研修です。受講決定通知の発送をもってインボイス適格請求書といたしております。
【領収証】
　すべての研修で領収証の発行は行っていません。
	【実施機関】　京都府社会福祉協議会　京都府福祉人材・研修センター　
研修課　（担当：岡村　mail:h-yagi@kyoshakyo.or.jp）
· TEL：０７５-２５２-６２９６　　　FAX：０７５-２５２-６３１２

· 〒604-0874　京都市中京区竹屋町通烏丸東入清水町375ハートピア京都地下１階


この研修は、きょうと福祉人材育成認証制度の支援メニューです





理学療法士・介護支援専門員・介護福祉士・介護アドバイザー・元気がでる介護研究所(公式ホームページ：genki-kaigo.net)代表　　　


理学療法士として勤務後、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設等の現場を経て2022年よりフリーとなり、全国各地での講演・研修会を展開。『認知症の人の心に届く、声の掛け方・接し方（中央法規）』『おひとりさまの老後が危ない（上野千鶴子共著、集英社新書）』が話題となり、最新刊に『介護リーダー7つの勘所（中央法規）』を発行。NHKなどのメディアへも多数出演し、現場からの等身大の発言・提案で現場を変革させようと精力的に日々を送る。








�

















